
【報告５】福岡県こども食堂ネットワーク

学校の先生向け
　

こども食堂体感ツアー



１．「こども食堂」に対する意識調査の結果

２．こども食堂体感ツアーについて

３．こども食堂啓発動画の制作について

報告内容



１．「こども食堂」に対する意識調査の結果

１．調査目的

　公立中学校の教職員を対象に、「こども食堂」に対する認識について

尋ね、その実態を明らかにする。

２．調査時期

　2024（令和6）年12月～2025（令和7）年2月であった。

３．調査対象

　福岡県AおよびB地区の公立中学校5校の教職員を対象にした。

　教職員91名より回答を得た。



問１　あなたは「こども食堂」を知っていますか。
 

『「こども食堂」という言葉を聞いたことがあり、内容も知って
　いる』と答えた人の割合は75.8%であった。

N=91 



問２　あなたは「こども食堂」という言葉をどこで見聞き
　　　したことがありますか？　（複数選択可）

N＝91



問3　あなたは「こども食堂」はどのような場所だと
　　　思いますか？

問３ー１　多世代が交流できる場所

全体の7割（73.7％）が「そう思う」と回答。
一方で、約2割（23.1％）が『あまりそう思わない』
と回答していた。

N=91 



問3　あなたは「こども食堂」はどのような場所だと
　　　思いますか？

問３ー２　生活に困っている人が行く場所

全体の7割強（74.8％）が「そう思う」と回答。
一方で、約2割（22.4％）が「そう思わない」と
回答していた。

N=91 



問3　あなたは「こども食堂」はどのような場所だと
　　　思いますか？

問３ー３　不登校のこどもが行く場所

『あまりそう思わない』と答えた人は、56.0％と最も
多く、半数を超えていた。一方、『とてもそう思う』と
『ややそう思う』の回答を合わせると28.8%であった。

N=91 



問４　あなたは、「こども食堂」の活動に
　　　参加した/支援したことがありますか？

１）利用者として

２）スタッフ、ボランティアとして

N=91 

N=91 

9割以上の人が参加した/支援
したことはないと答えていた。



こども食堂はイメージが先行



問５　あなたは、「こども食堂」の活動に
　　　参加してみたい/支援してみたいと思いますか？

１）利用者として

２）スタッフ、ボランティアとして

N=91 

N=91 

約６割の人が参加した/
支援したいと答えていた。



問６　今後、福岡県こども食堂ネットワークで「こども
　　　食堂」への見学会を計画しています。見学会への
　　　参加を希望されますか？

『まだよく分からない』と答えた人は約7割（69.9%）と最も多かっ
た。『希望する』と答えた人は9.6％であった。

N=91 



２．こども食堂体感ツアーについて

2025年3月に、教職員対象のこども食堂体感ツアーを実施。

先生方がこども食堂を体験する機会をつくったのですが・・・



高校生ボランティアの引率で参加した先生の
コメントでは…

　子ども達と地域の大人たちとのやり取りを見て、

「地域で子どもを育てる」という意味を改めて

　感じました。

想像以上に多世代が集まる場所で驚きました。
単なる食事の場ではなく、子どもが安心できる居
場所であり、地域全体がつながる拠点になってい
ると感じました。



タテ、ヨコ、ナナメの関係
保護者・教師

友だち

タテの関係

ヨコの関係

ナナメの関係

保護者や教師、
友だちでもない

人の存在　



動画
約7分30秒

３．こども食堂啓発動画の制作について

こども食堂の実際が伝わるように、こどもの声や様子を多く紹介しています。

地域のこどもの居場所としてイメージしてもらえるように心がけました。


